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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月7日(2015.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
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【請求項１】
　タムスタチンと結び付いているトランスフェリンを含む組換えタンパク質。
【請求項２】
　トランスフェリンとタムスタチンとが互いに直接結び付いている、請求項１に記載の組
換えタンパク質。
【請求項３】
　トランスフェリンとタムスタチンとがリンカーを介して互いに共有結合で結び付いてい
る、請求項１に記載の組換えタンパク質。
【請求項４】
　タムスタチンと結び付いているトランスフェリンを含む組換えタンパク質をコードする
核酸配列を含むプラスミド。
【請求項５】
　前記組換えタンパク質をコードする前記核酸配列が発現制御配列と操作可能に結び付い
ている、請求項４に記載のプラスミド。
【請求項６】
　タムスタチンと結び付いているトランスフェリンを含む組換えタンパク質をコードする
核酸配列を含む組換え核酸分子。
【請求項７】
　前記核酸配列が発現制御配列と操作可能に結び付いている、請求項６に記載の組換え核
酸分子。
【請求項８】
　タムスタチンと結び付いているトランスフェリンを含む組換えタンパク質をコードする
核酸配列を含む組換え核酸分子がトランスフェクトされており、該組換え核酸分子を発現
する、組換え宿主細胞。
【請求項９】
　タムスタチンと結び付いているトランスフェリンを含む組換えタンパク質を作製する方
法であって、
　組換え宿主細胞に、タムスタチンと結び付いているトランスフェリンを含む組換えタン
パク質をコードする核酸配列を含む組換え核酸分子をトランスフェクトすることと、
　トランスフェクトされた宿主細胞を、タムスタチンと結び付いているトランスフェリン
を含む組換えタンパク質を作製するのに十分な条件下で培養することと、
　前記組換えタンパク質を実質的に精製された組換えタンパク質として回収することと、
を含む、方法。
【請求項１０】
　前記組換えタンパク質が、タムスタチンと直接結び付いているトランスフェリンを含む
、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　被験体において脈絡膜血管新生（ＣＮＶ）に関連する臨床病態の治療剤であって、かか
る治療を必要とする該被験体に、タムスタチンと結び付いているトランスフェリンを含む
組換えタンパク質を治療的に有効な量投与することを特徴とする、タムスタチンと結び付
いているトランスフェリンを含む組換えタンパク質を含む治療剤。
【請求項１２】
　ＣＮＶに関連する前記臨床病態が、弾性線維性仮性黄色腫、網膜色素線条症、ヒストプ
ラスマ症、点状脈絡膜内層症又は滲出型の加齢黄斑変性症（ＡＭＤ）を含む、請求項１１
に記載の治療剤。
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